
基礎レベルでの｢データの分析」の実践から

有朋高校単位制課程大谷健介

Ｏはじめに

今回はデータの分析をテーマにしました｡新しい単元に対して実践してみたことをずらずらと述
べただけのものですが、何かの参考のなればと思いもってきました。

有朋単位制では、基礎学力に不安がある生徒が受講する「数学Ｉ基礎」と、標準レベルの「数学

Ｉ」、そして２単位で履修を終える「数学特Ｉ」の３種類の講座を用意し、生徒が講座のレベルを

理解した上で、希望の講座を受講できるシステムとなっています。今回も、このうちの「数学Ｉ基

礎」の指導においてのレポートですが、前期で完結する講座のため、「データの分析」をいち早く

実践した－実践することを余儀なくされた－－人だと自負しております。

１この単元でどんな力をつけたいのか

データの分析では、「統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整理・分
析し傾向を把握できるようにする」ことが目標である。中学校では、コンピュータを用いるなどし

て、ヒストグラムや代表値などにより資料の傾向をとらえることや、資料を整理して活用すること

および標本調査などを扱っている。ここでは、統計の用語の意味やその扱いについて理解させると

ともに、たとえば表計算用のソフトウェアや電卓も適宜用いるなどして、目的に応じデータを収

集・整理し、四分位数、四分位範囲、四分位偏差、分散、標準偏差、散布図および相関係数などに

着目させ､データの傾向を的確に把握することができるようにする。指導に当たっては､生徒が意欲

を持って学習を進めることができるように､テーマを適切に選び､具体的な事象に基づいた扱いを
することが大切である。

…と、指導要領解説には書かれています。なるほど１では、解説に従って、中学校で学習したヒ

ストグラムや代表値についてしっかり復習しよう。でもって、電卓も使ってみよう。さらに教科書

に出てくる四分位○○に着目して授業を進めよう｡そのために｢箱ひげ図｣もかけるようにしよう。
さらに、生徒が意欲的に学習できるようテーマについても適切に選ぼう…

われわれは、従前から取り扱っている学習内容について、たとえば２次関数のグラフを描くこと

の意味や三角比を知ることの重要性を、生徒たちの将来とか社会を生きていくための知恵とかに結

びつけて指導してきました。そういう感覚はおそらく何年も授業を経験することによって得られて

きたのではないかと思っています。ですから、今まで触れたことのないこの単元は、そういう感覚
がない中で進めることになりますので、ほぼ新卒の感覚であるわけです。

しかし、そうはいっても将来に結びつけるために何を教えたらよいかということを意識しながら

授業を展開しなければならないわけです。そのなかでぼんやりと考えたことは、グラフがそこそこ

理解できる力と､データを何となく区分して分ける力をつけていくことが必要なのではないかとい

うことです。特に後者については、コンビニのバイトでも必要な知識になるのではないかな－と何
となく考えていました。




















